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市やシルバー人材センター等13団体で構成する「ふくろい生涯現役促進地域連携協議
会」が、厚生労働省が実施する「生涯現役促進地域連携事業」のモデル地域として採択。
H31実装に向けH29.8月から体制の確立と普及啓発に取り組む。

■国の採択を受け実現に向けて加速

ふくろい生涯現役促進地域連携協議会が事業主体となる。
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生涯現役活躍できるまち（３Days Ｗorker’s Office構想）

市が有する多様な産業・仕事分野をフィールドとして、高齢者が負担無く、生きがいを感じながら
働く機会を創出し、地域・産業・市民それぞれの持続的発展を目指す。
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３DaysWorker’sOffice構想の新たな愛称

Task（しごと）がある → タスカル（助かる）

高齢者等の新たな就労や活躍機会の創出により、高齢
者自身だけでなく、若者や企業・団体、地域が互いに
助かる（互助）の社会の実現を目指す
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